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1 はじめに
ポータルサイトとは，ここでは，ユーザがあるテーマ

に関する情報を調べるとき，最初に訪れる入口となるべ
きサイトを指す．例えば，「言語情報処理ポータル1」は，
言語処理に関する会議案内，製品ニュース，用語集，関
連機関へのリンク集などを集約したポータルサイトであ
る．ウェブから何か情報を得たいとき，例えば言語処理
に関する情報を得たいときには，このようなポータルサ
イトがあれば便利である．我々は，ウェブでの情報探索
を支援することを目的に，あるテーマが与えられたとき，
そのテーマに関する情報をウェブから収集し，ポータル
サイトを自動的に構築することを目指している．
一般に，ポータルサイトのコンテンツとして，関連リ

ンク集，用語集，FAQ集，掲示版などが挙げられる．こ
れらのうち，本論文は関連リンク集と用語集を取り扱う．
本論文の目的は以下の 2つである．1つ目は，ポータル
サイトのテーマをキーワード 1 語で与えたとき，その
テーマに関連したリンク集を自動的に作成することであ
る．特に，単にページを収集するだけではなく，リンク
集に記載する個々のウェブページの説明をいかに記述す
るかを重視する．2つ目は，同じくテーマを与えたとき，
そのテーマに関連する用語とその用語説明を集めた用語
集を作成することである．特に，用語が複数の意味を持
つとき，ポータルサイトのテーマにあった説明を自動的
に選別することに焦点を当てる．

2 リンク先ページに関する情報の獲得
2.1 概要
関連リンク集の自動生成は，大きく分けて次の 2つの

処理が必要である．

1.リンク集に掲載するウェブページの選別
2.掲載ウェブページに関する情報の記述

本研究は2の処理に焦点を当てる．リンク集において，掲
載ページに関する情報が果たす役割は重要である．ユー
ザは，リンク集があったとき，リンク先ページの説明を
読み，自分が知りたい情報がそのリンク先ページに存在
するかどうかを判断するからである．

1http://www.kc.t.u-tokyo.ac.jp/NLP Portal/

本研究では，ウェブページに関する情報はウェブから
自動的に抽出する．また，ウェブページに関する情報は，
そのページそのものからではなく，そのページにリンク
を貼っているページ (以下，参照ページと呼ぶ) から獲
得する [7]．参照ページには，そのページ自身からは得
られないような，第三者によるページの客観的な説明
や，第三者の主観に基づく評価などが存在するからであ
る．また，ウェブページに関する情報といっても，単な
るページの説明から，そのページに対する意見や評価な
ど，様々な種類のものがある．リンク集に掲載する際に
は，これらを無秩序に列挙するよりは，その種類に応じ
て自動的に分類し，整理して提示した方が望ましい．
ここでは，リンク集に掲載するウェブページが与えら

れたとき，その参照ページからウェブページに関する情
報を取得し，さらにこれらをいくつかのカテゴリに自動
的に分類してからユーザに提示する [1]．以下，2.2項で
は参照ページからの情報の抽出について，2.3項では得
られた情報の自動分類について述べる．

2.2 ウェブページに関する情報の抽出
ここでは，リンク集に掲載するページを対象ページと

呼ぶ．先ほど述べたように，対象ページに関する情報は，
対象ページにリンクを貼っている参照ページから獲得す
る．まず，対象ページが与えられたとき，検索エンジン
gooを用いてその参照ページの集合を収集する．次に，
以下の 2つの手続きを行う．

1.リンクを手がかりとした情報の抽出
参照ページのリンクの周辺には，対象ページに関す
る情報が記述されていることが多い．ここでは，板
橋らの手法 [7]により，HTMLタグなどを手がかり
とし，リンク周辺にある文または文章を対象ページ
に関する情報として抽出する．

2.サイト名を手がかりとした情報の抽出
対象ページに関する記述の中には，そのページの
サイト名が含まれることが多い．そこで，参照ペー
ジ内にある対象ページへのリンクを探し，そのアン
カータグ内の文字列を対象ページのサイト名とみな
す．次に，参照ページの中からサイト名を探し，そ
のサイト名を含む文または文章を対象ページに関す
る情報とみなして抽出する．



2.3 ウェブページに関する情報の自動分類
2.2項で抽出した情報を以下の 5つのカテゴリに自動

的に分類した．なお，それぞれのカテゴリに属する情報
の例は先に示す図 1 を参照されたい．
• 説明:記述
次に示す「説明:機能」以外のウェブページに関する
客観的な記述．

• 説明:機能
ウェブページが提供している機能 (検索，予約など)
に関する記述．

• 評価:情報量
紹介している物件の数など，ウェブページに掲載さ
れている情報の量に関する記述．

• 評価:利便
ウェブページがユーザにとってどのように便利か，
あるいは役に立つのかに関する記述．

• 評価:その他
「評価:利便」「評価:情報量」以外で，ウェブページ
を主観的に評価している記述．

上記 5つのカテゴリへの自動分類を行うために，それ
ぞれのカテゴリに属する記述に頻出する定型表現パタン
やキーワードのリストを人手で作成した．例えば，「評価:
利便」に属する記述には「便利だ」「使いやすい」など
のキーワードがよく現われる．また，「説明:機能」に属
する記述に頻出する定型表現として「Xができる」「X
は可能」などがある．ただし，Xは「検索」「予約」「印
刷」などウェブページの機能を表わす単語である．最終
的に，ウェブから評価表現の抽出を行う先行研究 [3, 4]
で提案された抽出パタンなどを参考に，18個の定型表現
パタンと約 100語のキーワードリストを作成した．カテ
ゴリの自動分類は，これらの定型表現パタンやキーワー
ドとの照合により行った．

2.4 実行例
提案手法により，「MapFan Web」に関する情報の抽

出・分類を行った．結果を図 1 に示す．最終的に，図 1
のような情報を提供するリンク集の作成を目指す．

3 用語集の自動作成
本節では用語集の自動作成について述べる．まず，ポー

タルサイトのテーマを与えたとき，そのテーマに関連し
た用語の集合を獲得する (3.1項) [2]．次に，各用語の説
明をウェブから獲得する (3.2項) [6]．

3.1 関連用語の獲得
ポータルサイトのテーマと関連する用語の集合をウェ

ブから自動的に獲得する．なお，ここでの手法は佐藤ら

MapFan Web (http://www.mapfan.com/)

説明:記述
• インクリメントＰ株式会社が運営する、インターネッ
トユーザーの為の地図を利用した情報配信サービス。

• インターネット地図検索サービス MapFanWeb
説明:機能
• 日本全国の地図 ⇒ 郵便番号・住所で検索可能
• ジャンルやスポット名、住所、郵便番号、駅名で検索
し、グルメ、ショップ、宿泊など周辺のスポットをさ
がせる。

評価:情報量
• 日本全国の地図はもとより、約７５０都市の美しいタ
ウンマップが無料で閲覧できます。

評価:利便
• 表示したい地図の住所を入力すると即座に地図が画面
に出てくるので、ドライブに便利！

• 地図をメールで送れてべんり。
評価:その他
• 見易い地図が魅力的!!

図 1: リンク集掲載サイトの例

の手法 [5] に多少変更を加えたものである．まず，ポー
タルサイトのテーマをクエリとして検索エンジンに与
え，テーマと関連のあるウェブ文書の集合 D を獲得す
る．次に，複合名詞または「Aの B」という名詞句のう
ち，HTMLタグ，記号，句読点で囲まれているもののみ
を用語候補として抽出する．これは，不必要な用語候補
の抽出を妨げるためであり，用語集に加えるべき用語は
見出しのように他の語句とは独立に現われやすいという
観察に基づいている．さらに，用語候補に対してスコア
付けを行い，上位 100語の候補を得る．スコア付けは以
下の 2通りの方法で行う．

1.造語能力に基づくスコア付け
造語能力とは，単名詞の複合語の構成しやすさを表
わす統計的尺度であり，これが大きい名詞を含む候
補に高いスコアを与える [5]．

2.相対出現頻度に基づくスコア付け
用語候補を t，その構成語数を n とするとき，t の
スコアを式 (1)で与える．

tの出現頻度
語数を nとする用語候補の平均出現頻度 (1)

基本的には，D 中に頻出する用語候補に高いスコア
を与える．ただし，出現頻度をスコアとした場合，
短い用語候補に高いスコアが与えられる．これを補
正するため，同じ長さの用語候補の平均出現頻度と
の比をとった．

最後に，ポータルサイトのテーマとの関連度にしたがっ
て用語候補の順位付けを再度行い，上位 20語を関連用



語として選択する．関連度は，ウェブにおけるテーマと
用語候補の共起性であると定義し，検索エンジンのヒッ
ト件数をもとに算出する [5]．
上記の手法を用いて，ポータルサイトのテーマとして，

「自然言語処理」，「シルビア」，「クラシック音楽」など 20
のテーマを用意し，関連用語を抽出した．我々は，造語
能力に基づくスコア付けと相対出現頻度に基づくスコア
付けの 2つの手法を試したが，後述するように，それぞ
れの手法によって抽出された用語は異なる性質を持ち，
一概にどちらがよいと決めることはできなかった．した
がって，本論文は，ポータルサイトの用語集を作成する
という目的において，関連用語を抽出する最適な手法は
何かという結論を得るに至っていない．ここでは，我々
が予備実験で得られた知見をいくつか紹介し，それに基
づく今後の研究方針について述べる．
まず，造語能力と相対出現頻度によるスコア付けで抽

出された用語はかなり異なる性質を持つ．造語能力に基
づく手法ではテーマを部分文字列として含む用語を数多
く抽出するのに対し，相対出現頻度による手法では人名，
製品名などの固有名詞を多く抽出した．例えば，テーマ
を「クラシック音楽」としたとき，造語能力による手法
では「クラシック音楽情報センター」や「クラシック音楽
教室」など，「クラシック音楽」を含む用語がほとんどで
あった．一方，相対出現頻度による手法では，「マーラー」
や「ベートーヴェン」などの人名がよく抽出された．人
名や製品名を用語集に加えるべきかどうかは，ポータル
サイトのテーマによって異なると考えられる．例えば，
「クラシック音楽」の場合は音楽家の説明を掲載しても
よいだろうが，「自然言語処理」がテーマのときに研究者
の名前を掲載するのはふさわしくない．このように，ス
コア付けの手法によって抽出される用語の性質が異なり，
またテーマによっても用語集に載せるのにふさわしい用
語の性質は異なる．以上から，ポータルサイトの自動作
成という立場からは，用語候補に対する唯一の絶対的な
順位付けの基準は存在しないと考えられる．したがって，
いくつかの抽出手法を用意し，テーマに応じて適切な手
法を選択する必要があろう．その具体的な手段を探究す
ることは今後の重要な課題である．

3.2 用語説明の獲得
用語集に掲載する用語に対して，その説明をウェブか

ら獲得する．本研究では，特に用語が多義のとき (複数
の意味を持つとき)の取り扱いに焦点を当てる．例えば，
ポータルサイトのテーマが「プロ野球」で，それに関す
る用語として「エージェント」があるとする．ところが，
エージェントには (1)選手のために球団と交渉を行う代
理人，(2)自律的に情報を収集するソフトウェア，などの

意味がある．この場合，プロ野球と関連があるのは (1)
の意味なので，その意味を説明した文章をウェブから獲
得する．
用語説明をウェブから獲得する試みは過去にもいくつ

か行われている．ここでは，多義の用語の取り扱いに関
して本研究との違いを述べる．桜井らは，獲得した用語
説明の集合に対してクラスタリングを行い，異なる意味
の説明を弁別することを試みている [9]．これに対し，本
研究では全ての意味を取り扱う必要はない．テーマにふ
さわしい意味だけを取り扱えばよいので，クラスタリン
グよりも単純な処理を行うだけで十分である．一方，藤
井らは，あらかじめ 19の分野コーパスを用意し，用語
説明がある分野に出現する確率モデルを学習することに
より，得られた用語説明がどの分野に属するかを判定し
ている [8]．この手法は，用語説明が分野とどれだけ関連
が深いかを測るという点で本研究に近い．しかし，本研
究における分野とはポータルサイトのテーマであり，こ
れはユーザが自由に入力することを仮定している．した
がって，あらかじめ分野コーパスを用意しておくことは
できない．その代わり，ポータルサイトのテーマに関連
のあるウェブ文書を分野コーパスとして動的に獲得する．
以下，用語説明獲得の詳細について述べる．

3.2.1 用語説明の抽出
ここでは用語を tと表わす．まず，「tとは」と「tは」

をクエリとし，検索エンジンを用いてこれらの文字列を
含むウェブ文書を獲得する．次に，以下の 2つのパタン
に分けて t の用語説明を抽出する．
説明文パタン
以下のように，「t とは」や「t は」で用語説明文が始

まるパタンである．
tとは，(tの説明) 〈br〉 しかし，...

まず，「tとは」や「tは」という文字列を検出し，次の
HTMLタグまでの文字列を用語説明として抽出する．ま
た，それに続く文が接続詞 (しかし，など)や指示詞 (そ
の，など)で始まる場合，用語の説明はさらに続くとみ
なして，次のセグメント (HTMLタグで囲まれた部分)
も用語説明として抽出する．
見出しパタン
以下のように，「t とは」や「t は」が見出しとなり，そ

の後に t の説明が続くパタンである．
〈h1〉 tとは?〈/h1〉
(t の説明) 〈br〉

まず，tを検出し，次のHTMLタグまでの文字列を用語
説明として抽出する．また，説明文パタンと同様に，次
の文が指示詞や接続詞で始まる場合はその文も抽出する．



3.2.2 用語説明の選別
得られた用語説明 E に対し，ポータルサイトのテー

マ x との関連度を求める．まず，x をクエリとし，検索
エンジンを用いて x を含むウェブ文書を収集し，x の分
野コーパスとする．さらに，E と x の関連度Rel(E, x)
を式 (2)と定義する．

Rel(E, x) =
1
M

∑

n∈E

RDFx(n) (2)

式 (2)において，n は E中の名詞，M は n の総数であ
る．一方，RDFx(n) は x の分野コーパスにおける n の
相対文書頻度であり，式 (3)で与えられる．

RDFx(n) =
dfx(n)

N
(3)

dfx(n) は n が出現する文書数，N は x の分野コーパス
の文書の総数である．RDFx(n) が大きい名詞ほど，そ
れは x と関連が深い単語であり，そのような名詞を多く
含む用語説明もまた x と関連が深いとみなす．最終的
に，Rel(E, x) の高い上位 10件の用語説明を出力する．

3.2.3 予備実験
「動物」と「証券」の 2つのテーマについて，それぞ
れ 10語の用語を用意し，提案手法によって用語説明を
獲得した．その結果，上位 10個の用語説明のうち，用
語説明としてふさわしい説明の数の平均は 6.5であった．
また，適切な用語説明が最初に抽出された順位の平均は
1.6であった．抽出された用語説明の例を以下に挙げる．

• テーマ=動物，用語=ワシントン条約，順位=1
ワシントン条約は絶滅の危機に瀕している動物のみ
を保護するものだ。動物の福祉と保護という面で言え
ば、ＥＵ協定 36 条とＧＡＴＴ 20 条が、動物と人間
の健康と生命を守る方策を採ることを定めている。

次に，用語が複数の意味を持つとき，提案手法がテーマ
にあった意味をどれだけ正しく選択できるかを評価し
た．意味を複数持つ 5個の用語に対し，その意味に応じ
たテーマを 2つずつ与え，用語説明を獲得した．結果を
表 1 に示す．表 1 中の Aはテーマに関連する説明の最
上位の順位，Bはそれ以外の説明の最上位の順位を表わ
す．実験に用いた 10語中の 7語について，Aの順位が
Bの順位よりも高いことがわかった (表 1 中の「A<B?」
の列に Yesとある語)．これは，複数の意味の用語説明
があったとき，テーマにあった意味に対する用語説明を
ある程度うまく選択できたことを表わす．
以上から，小規模な実験ながら，提案手法は用語説明

を獲得する手法として，またポータルサイトのテーマに
あった意味の用語説明を優先的に選択する手法として有
望であるとの見通しを得た．

表 1: 複数の意味を持つ用語の説明の獲得
テーマ 用語 A B A<B?

神話 キメラ 1 5 Yes
医療 キメラ 7 6
交通 バイパス 1 – Yes
医療 バイパス 1 2 Yes
ヘリコプター アパッチ 9 6
民族 アパッチ 4 10 Yes
情報技術 エージェント 2 6 Yes
プロ野球 エージェント 3 6 Yes
Perl ハッシュ 7 4
暗号化技術 ハッシュ 2 7 Yes

4 おわりに
あるテーマに関するポータルサイトのコンテンツと

して，関連リンク集と用語集を自動構築することを試み
た．本論文はポータルサイトの自動作成に向けた最初の
ステップであり，課題はいくつも残されている．まず，
本論文で提案した手法についての大規模な評価実験を行
う必要がある．関連リンク集については，リンク集に掲
載するべきページの選別や順位付けを行わなければなら
ない．用語集については，関連用語の抽出方法について
はまだ検討の段階であり，最適なスコア付け方法などを
探究する必要がある．最後に，本論文での提案手法や上
記の未解決の問題に対する手法などの要素技術を統合し，
ポータルサイト自動作成システムとして実現させたい．
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